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成田市は千葉県の北総にある面積約214平方メート
ル 人口約12万の自治体 成田空港 成田山が有名ル、人口約12万の自治体。成田空港、成田山が有名。

成田市立図書館（本館は駅から徒歩２０分のニュータ
ウンにあり 事実上の1館運営（分館は14） ）ウンにあり。事実上の1館運営（分館は14） ）

1984年10月開館

蔵書 約蔵書冊数：約80万冊

貸出点数：約130万／年

予約処理件数：約6万件



1.図書館ホームページとは？

2.コンセプトの変遷

3.運営体制運営体制

4.図書館システムについて

5 主要なテーマ1 データの構造化5.主要なテ マ1 デ タの構造化

6.主要なテーマ2 横断検索

7 主要なテーマ3 パーソナライズ7.主要なテーマ3 パーソナライズ

8.主要なテーマ4 情報ポータル、ジャンル検索

9 情報発信におけるキ ワ ド9.情報発信におけるキーワード

（書誌データのリンク、パーマリンク、県立予約）



情報提供の場
◦資料、情報の提供資料、情報の提供

◦図書館情報（統計、展示、講座etc）の提供

⇒住民にも職員にも分かる⇒住民にも職員にも分かる

図書館は役に立 ところだ というブランド イ図書館は役に立つところだ、というブランド・イ
メージの流布



図書館の強みは、統制化されたデータでの過図書館の強みは、統制化されたデ タでの過
去の蓄積

デ タ蓄積型サイトを目指そうデータ蓄積型サイトを目指そう。

図書館資料とネットを合わせた資料の探し方を
提示できることが，専門職として必要。リンク集
は重要という位置づけの確認。は重要という位置 けの確認。

テキスト主義（毎日でも使ってもらうのが図書
館）館）



（情報デザイン）（情報デザイン）

ディレクトリ構造をきっちり作って作成した。

パ デ がパン屑リストでディレクトリがわかるようにする。

パーマリンクできるようURLは変更しない。マリンクできるようURLは変更しない。

ページの最終更新日を西暦で入れる。

（ネ ト情報）（ネット情報）

リンク集をきちんとつくる。

リンク切れチェックをプログラムで定期実行



HTML4 01 XHTML CSS化対応。蓄積型ゆHTML4.01 XHTML CSS化対応。蓄積型ゆ
えに大変。

RSSフィ ドの配信（自動化できず）RSSフィードの配信（自動化できず）

2007年システム更新に合わせて検索窓をトッ
プページに入れる。全ページに入れるのは大
変なのでできなかった。変なのでできなかった。



1）情報デザインの再検討（ナビゲーション）、ゆくゆくは、
ブランド戦略再構築ブランド戦略再構築
2）情報提供機関としてのサイトの再検討（図書検索、利
用案内だけでは駄目である）用案内だけでは駄目である）
3）図書館による情報発信の強化に向けてのシステムの
高機能化、簡便化
4）図書館の持つコンテンツ、ナレッジを一括で検索できる
ように
5）WEB標準化対応5）WEB標準化対応
6）CSS化（画面，印刷ほか）、XHTML化、さらに次のバー
ジョンへのサイトの包括的な対応ができるようにするジョンへのサイトの包括的な対応ができるようにする。
7）アクセシビリティ対応（WebJIS，HTMLTidyをクリアす
る）る）



１ なにかキ ワ ドを入れないと出１．なにかキーワードを入れないと出
てこない。

２．分野のブラウズが困難。特に地域
資料資料

３ 情報の探し方をもっと紹介したい３．情報の探し方をもっと紹介したい。



クイックサーチ

図書館側でセレクトしたキーワードによる資料紹介
で、ワンクリックでたどり着くようにする。

図書館のナレッジを利用者へ

情報の探し方を充実させる。情報の探し方を充実させる。

パスファインダー、レファレンス事例データベース

情報ポ タルを提供する情報ポータルを提供する。

ジャンル検索を前面に押し出す。

１ページに新着案内も貸出の多い資料、予約の多
い資料も出す。（アマゾン化）



☆アクセスログ解析とお問合せ事項を分析☆

当時 イ は情報が多すぎると指摘された当時のサイトは情報が多すぎると指摘された。

◦ グローバルメニューに埋め込むことでトップページ
の情報を整理した。

成田市立図書館の特徴として、新規登録が多い。

◦新規と児童サービス、障がい者サービスとセグメ
ント別メニューを出した。

開館時間の問い合わせが多い。

◦ トップページに開館時間の枠を出した。トップペ ジに開館時間の枠を出した。

Myページをもっと目立たせた方が良い

◦ トップページの検索の脇に配置した◦ トップページの検索の脇に配置した。



資料検索
About us

資料検索

物体系コンテンツ物体系 ンテンツ

電子系コンテンツ

業務別のメニュー

利用案内利用案内



ンテンツ

クイックサーチ

コンテンツ

利用案内

データベース

ネットサービス

利用案内

探し方

ネットサ ビス

地域資料

探し方

予算 統計 関予算・統計・関
連法令など



Myページ サイト内検索

RSS
Twitter

地域資料

開館情報

情報検索
クイックサーチ

利用層別案内

About Us
統計情報

20102010
統計情報



作成マニュアル（レギュレーション）を作る。
• 2名1組で月替わりで6名で持ちまわり

基本は、図書館で行っているものをすべてWEB基本は、図書館で行っているものをす てWEB
へ、なので、展示や講座中心に情報発信

WEBのみは クイックサ チWEBのみは、クイックサーチ

（展示は各担当：ただしWEB用には解題つき資
料紹介）

（クイックサーチは、職員全員からテーマもらう）（クイックサ チは、職員全員からテ マもらう）

全体をみるチーフは必要。→サイトが壊れる。



4.4.図書館システムについて図書館システムについて

成田市立図書館の情報資源成田市立図書館の情報資源 司書

4.4.図書館システムに いて図書館システムに いて
成田成田市立図書館の情報提供システム市立図書館の情報提供システム

成田市立図書館の情報資源成田市立図書館の情報資源
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図書館システム更新計画（2006年）

レフ レンスDB パスフ インダ 新聞記事DB 郷土レファレンスDB、パスファインダー、新聞記事DB、郷土
貴重資料画像DB、成田のむかしDB、電子情報（リン
ク）等各デ タベ スをシステム化 情報ポ タルク）等各データベースをシステム化、情報ポータル
串刺し検索（コンテンツ・サーチ）

利用者支援機能強化（ ペ ジ）利用者支援機能強化（Myページ）
新着資料メール（ＳＤＩ）、今度読みたい本、おすすめリ
スト（レ メンド） 書評投稿スト（レコメンド）、書評投稿

図書館ならでは検索結果一覧

づ資料への重みづけを司書ができるように（OPACでソー
トすると、基本書や話題となっている本が分かる）



図書館の強みは、構造化されたデータを持って
いることいること。

レファレンス事例DBやパスファインダーも、レ
ファレンス共同DBみたいな構造化されていない
のは避けたかった。のは避けたかった。

件名で各データベースを横断検索できることが
重要重要。

例（パスファインダー）



通称７つのデータベースの横断検索で、図書館
のコンテンツをすべて検索可能にしたのコンテンツをすべて検索可能にした。

こだわりのところ

１．ヨミを入れた。

（国会レファなど図書以外のDBについてヨミが（国会レファなど図書以外のDBについてヨミが

ないことが多い。図書館の強みはヨミだと思う。
また 本語 表 ゆれをまとめる仕組 とまた日本語の表記のゆれをまとめる仕組みとし
ては有効と思うので、入れるようにした）



こだわりのところ

件名 キ ド 分類 郷土分類を振るよ２．件名、キーワード、分類、郷土分類を振るよ
うにした。

（図書館のコンテンツの横断的な紹介のため。
件名 分類は図書館の強みの一つである。）件名、分類は図書館の強みの つである。）



こだわりのところ

３ アクセス数をカウントできるようにした３．アクセス数をカウントできるようにした。

（資料は貸出回数が取れるが、デジタル情報は（資料は貸出回数が取れるが、デジタル情報は
目に見える統計が出しづらいので、クリック回
数を取れるようにした また成田のむかしはダ数を取れるようにした。また成田のむかしはダ
ウンロード回数も）



紙ベースでは記録は取っていたが、まとめて
はいなかった。職員間のナレッジとしても役
立っていなかった。これを組織的にまとめて再立っていなかった。これを組織的にまとめて再
利用できる体制を作りたかった。

公開データ数 305データ

うち閲覧データ数 82データ、129回





このデータベースは、地域情報としては非常
事に大事なコンテンツ。

登録データ数 約131,800件登録デ タ数 約131,800件
公開データ数 約32,000件

デうち閲覧データ数 105件、116回
うち複写依頼件数 4件うち複写依頼件数 4件



子どもたちのOPACは宿題の課題そのものを
直接入れてしまいがち でヒ トしない パ直接入れてしまいがち。でヒットしない。パス
ファインダーも有効だけど、コンテンツとして成

むか は も と使 もら た デジ田のむかしは、もっと使ってもらいたい。デジ
タル化して全文検索を検討したが検索ゴミが
気になり キ ドのみとな た気になり、キーワードのみとなった。

成田のむかしのインデックス：タイトル、副書成 む インデック タイ 、副書
名、シリーズ名、目次、出版年
公開データ数 16データ公開デ タ数 16デ タ

うち閲覧データ件数 6データ、12回
うちダウンロード件数 1データ、1回うちダウンロ ド件数 1デ タ、1回



これも市史資料。デジタル化の資料としては
いまひとつであるが、地域資料をデジタル化
して提供していく意思は出した。

もっと紹介したいが、ターゲットができていな
いので 個別に紹介できないのが 課題いので、個別に紹介できないのが、課題。

公開データ数 10件
うち閲覧データ数 10件、50回



これも市史資料。デジタル化の資料としてはいまいち
であるが 地域資料をデジタ 化して提供していく意であるが、地域資料をデジタル化して提供していく意
思は出した。

が ゲ がもっと紹介したいが、ターゲットができていないので、
個別に紹介できないのが、課題。

公開データ数 10件
うち閲覧データ数 10件、50回



これも市史資料。デジタル化の資料としてはいまいち
であるが 地域資料をデジタ 化して提供していく意であるが、地域資料をデジタル化して提供していく意
思は出した。

が ゲ がもっと紹介したいが、ターゲットができていないので、
個別に紹介できないのが、課題。

公開データ数 10件
うち閲覧データ数 10件、50回



電子情報（リンク）も横断検索に載せた。今回
様 成が が多は仕様の作成が甘く、課題が多いところ。

公開データ数 1,841件
デうち閲覧データ数 1,841件、910,375回



7つのデータベースの中で図書館コンテンツと

して実はも とも重要ではないかと考えているして実はもっとも重要ではないかと考えている
のがこれ。

なぜか？レファレンスは、過去の実績なので
更新もされない、しないもの。ヒットすればラッ更新もされない、しないもの。ヒットすればラッ
キー程度。ナレッジとしては重要だけど

本の相談 ナ は利用が増えている しか本の相談コーナーは利用が増えている。しか
し、ほとんどの利用者は自己解決している人
が どがほとんど。



現在3つ出している。旅行情報、小説の探し
方 新聞記事の探し方方、新聞記事の探し方

ニーズの多い分野で探し方にコツがいる分野
を から 絞 提供 く 毎年見直を10から20に絞って提供していく。毎年見直
していくことが重要だと思っている。

紙媒体でも館内の各所に配置している。

公開デ タ数 3件公開データ数 3件
うち閲覧データ数 3件、20回
うちダウンロード件数 4件

実例１ 実例2実例１ 実例2



Webサービスは全体向けになりがちであった。

本来、情報は受け手によって変わってくるもの。
コンピュータ処理でかなり個人向けサービスがタ処 なり個 け
できる。

◦新着資料メール（ＳＤＩ）新着資料メ ル（ＳＤＩ）

◦今度読みたい本

おすすめリスト（レ メンド）◦おすすめリスト（レコメンド）

◦書評投稿



が図書館職員が持っている暗黙知（ナレッ
ジ）を職員間だけでなく住民とも共有できるジ）を職員間だけでなく住民とも共有できる
ようにしたい、というのが2007年にシステ
ム更新をしたときのコンセプトム更新をしたときのコンセプト。

その一つとして「おすすめリスト」を考えた。その として おすすめリ ト」を考えた。



レファレンスなどをしているとき件名や分類
からも検索するので、利用者の要求してき
た資料よりももっと幅広い資料を紹介できた資料よりももっと幅広い資料を紹介でき
るのにと感じることが多い。

また、図書館では書誌単位で貸出の総回
数 予約の総件数を持っている これを資数、予約の総件数を持っている。これを資
料紹介にうまく利用したい。



貸出・予約・今度読みたい本の著者や件
名、分類を抽出して再検索したものを図
書館独自の重みづけでソ トして提示す書館独自の重みづけでソートして提示す
ることを考えた。

図書館側が作成できるものではないため、
図書館システム更新の仕様に入れて実現図書館システム更新の仕様に入れて実現
を図る（2005年12月）。

いわゆるレコメンド機能とは、発想は異な
る。る。



履歴保存を選択したとき

・貸出履歴の書誌

予約している書誌・予約している書誌

・今度読みたい本に登録されている書誌今度読みた 本 登録され る書誌

・現時点のおすすめリスト



履歴保存しないとき

・貸出中の書誌

予約している書誌・予約している書誌

・今度読みたい本に登録されている書誌今度読みた 本 登録され る書誌

・現時点のおすすめリスト



著者名、件名、分類、を抽出。

抽出されたキーワードの出現回数を保持。

キ ワ ドすべてでOR検索を行うキーワードすべてでOR検索を行う。

重みづけを加えた貸出総回数、総予約数、重みづけを加えた貸出総回数、総予約数、
図書館評価、利用者評価、キーワード出現
回数を合計した点数を与える回数を合計した点数を与える。

点数の高い順にソートして表示する。

データが更新されたら、夜間バッチ処理で

更新される更新される。



点数付けにおいて、重みづけを付ける。

貸出累計 ×3
総予約件数 ×20総予約件数 ×20
図書館評価 ×100図書館評価

利用者からの評価 ×1,000
キ ワ ド出現頻度 32キーワード出現頻度 ×32



貸出履歴を保存した場合。

検索の元データ数が増えるので検索式が
複雑になり ヒットする資料の幅が広がる複雑になり、ヒットする資料の幅が広がる。

過去に借りた本は、候補から除外される。

個人ごとの承認（設定）で 途中でもやめら個人ごとの承認（設定）で、途中でもやめら
れる（履歴が削除できる）という条件で実装れる（履歴 削除 きる） う条件 実装
した。



Myページで、利用の可否を選択する。

貸出履歴を保存する な を設定する貸出履歴を保存する・しないを設定する。

デフォルトは 「保存しない」デフォルトは、「保存しない」

保存しないとしても、おすすめリストは作
成できる。

履歴保存しないと変更すれば その瞬間に履歴保存しないと変更すれば、その瞬間に
履歴が削除される。

業務画面から見ることはできない。



発想は、新着図書、予約の多い資発想は、新着図書、予約の多い資
料、貸出の多い資料など

それぞれクリックしないと見れないも
のを一画面にまとめたかったのを 画面にまとめたかった。

そうすればもっと利用してもらえるはそうすればもっと利用してもらえるは
ず。





これも重要な検索方法。現行のシステム
のジャンル検索が一番すぐれていた。

情報ポ タルで全面に出したが 実は館情報ポータルで全面に出したが、実は館
内のOPACでも利用が多い。
検索ログより

2010年4月 3 124回／110 223回 全体の2 8%2010年4月 3,124回／110,223回 全体の2.8%
2010年5月 2,227回／119,518回 全体の1.9%



これも重要な検索方法。現行のシステムのジャンル検
索が 番すぐれていた索が一番すぐれていた。

情報ポータルで全面に出したが、実は館内のOPACで
も利用が多いも利用が多い。

検索ログより

2010年4月 3,124回／110,223回 全体の2.8%
2010年5月 2,227回／119,518回 全体の1.9%年 月 , 回 , 回 体



ジャンル検索に追加したもの

地域資料を網羅的に検索してもらうため
のツ ルの公開のツールの公開。



ジャンル検索に追加したものがこれ

地域資料を網羅的に検索してもらうためのツールの公
開。



これもジャンル検索に追加

地域から網羅的に検索できるもの。この
ような図書館ならでは網羅的な情報提ような図書館ならでは網羅的な情報提
供ツールを全面に出していきたかった。
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参考文献を書誌データにリンク参考文献を書誌デ タ リ ク

パーマリンク

横断検索

旬なキ ワ ドをサイトにちりばめる旬なキーワードをサイトにちりばめる

情報デザインをきちんとする情報デザインをきちんとする



レファレンス事例には、国会レファでレファレンス事例には、国会レファで
はなくて自館で登録することの意味
とし 参考文献のリ クを実装させとして参考文献のリンクを実装させ
た。た。

これは重要だと思っている。



レファレンス事例には、国会レファではなくて自館で登
録する との意味として参考文献のリ クを実装させ録することの意味として参考文献のリンクを実装させ
た。これは重要だと思っている。



ネットに資料をどんどん紹介したかった。
ここで問題になるのは、書誌のユニーク
ID問題 特に地域資料にはISBNがないID問題。特に地域資料にはISBNがない
ものが多い。システムの書誌IDはシステ

ムが変わると変わってしまうので、資料
紹介としては問題あり。紹介としては問題あり。
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なるのは 書誌のユニ クID問題 特に地域資料になるのは、書誌のユニークID問題。特に地域資料に
はISBNがないものがほとんど。システムの書誌IDは

システムが変わると変わ てしまうので 資料紹介としシステムが変わると変わってしまうので、資料紹介とし
ては問題あり。

に だわる は ク番号を図書館が管理しここにこだわるのは、ユニーク番号を図書館が管理し
ていないという書誌管理に関してあまいことを痛感して
いるから しかも業者MARCのアップデ トで書誌がいるから。しかも業者MARCのアップデートで書誌が
壊れることを2度もやらかしてしまったことの反省
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横断検索させてはいない。

県立のISBNをもらってシステムに取り込
み 除籍用の資料として使った （県立にみ、除籍用の資料として使った。（県立に
あれば除籍はしやすい。）

それとともにOPACに出し 成田のそれとともにOPACに出し、成田の
OPACから県立資料もネット予約できる
ようにした。

県立への依頼は倍増している 潜在的県立への依頼は倍増している。潜在的
なニーズはあった。





統計情報 協力依頼件数

2009年度 515件 月平均43件
2010年度 4月から6月末2010年度 4月から6月末

288件 月平均96件288件 月平均96件
内WEBから183件 月平均61件
WEBからの利用者数 のべ137名 月平均46名



貸出・予約だけではなくなってきている。

新着案内メ ル（SDI）新着案内メール（SDI）
今度読みたい本（コメントもあり）

おすすめリスト（リコメンド）

や 貸出履歴など思想 信条に関する個人や、貸出履歴など思想、信条に関する個人
情報がパーソナライズサービスに向かうほ
ど 扱う なるど、取り扱うことになる。



個人が特定される形での履歴データの個人が特定される形での履歴デ タの
保存は個人の承諾を原則とする。

また そ 場合 途中 変更や履歴また、その場合、途中での変更や履歴
の編集権も利用者に与えること。の編集権も利用者に与える と。

履歴データの閲覧は、基本的にはその
利用者のみが望ましいのではないか利用者のみが望ましいのではないか。



別窓が開くときにはその案内が必要別窓が開くときにはその案内が必要

別窓が開きすぎるはNG
検索がまず最初では？

利用案内は 第2では利用案内は、第2では



HTMLのチェック方法



旬な話題を提供して、サイトが常に更新されている。

資料の検索窓が常にある資料の検索窓が常にある。

サイトに載せている情報も含め図書館のコンテンツをす
べて検索させるべて検索させる。

・・・いろいろあるが最終的には、

図書館って、役に立つ情報を手に入れる
ことができる場所だというブランドイメ ジことができる場所だというブランドイメージ
を与えられればOK


